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日
頃
、
会
員
の
皆

様
に
は
同
窓
会
活
動

に
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
同
窓
会
長
を
拝
命
し
て
か
ら
１
年
半

経
ち
ま
す
が
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
々
の
母
校
は
可
児
市
に
て
唯
一

の
工
業
高
校
と
し
て
、
多
く
の
優
秀
な
卒
業

生
や
熱
意
あ
る
先
生
方
に
支
え
ら
れ
五
〇
年

を
超
す
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

五
〇
周
年
記
念
事
業
に
て
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ー
ス
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
な
ど
学
校
の
設
備

も
一
段
と
向
上
し
在
校
生
の
皆
様
に
は
勉
強
、

部
活
動
に
一
層
力
の
入
る
環
境
に
な
り
「
創

立
五
〇
周
年
記
念
碑
」
も
本
校
南
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。 

 

可
児
工
業
高
校
は
多
く
の
企
業
よ
り
高
い

評
価
を
得
て
地
元
は
も
と
よ
り
、
他
県
か
ら

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

可
児
市
で
は
一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
に
地

元
で
活
躍
し
て
頂
け
る
様
に
学
校
と
協
力
し

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
等

様
々
な
事
業
を
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
在
校

生
の
皆
様
に
は
沢
山
参
加
し
て
頂
き
イ
ベ
ン

ト
会
場
も
大
盛
況
で
、
こ
れ
が
地
元
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

五
〇
年
を
超
え
る
年
月
を
考
え
ま
す
と
会
員

の
中
に
は
お
孫
さ
ん
が
入
学
し
て
み
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
活

躍
は
大
変
素
晴
ら
し
く
「
県
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト 

旋
盤
部
門
」
「
全
国
建
設
製
図
コ
ン

テ
ス
ト
」
「
東
海
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
」
で

の
優
勝
や
銀
賞
、「
世
界
Ｒ
Ｃ
ド
リ
フ
ト
大
会
」

で
は
世
界
２
位
と
い
う
誠
に
輝
か
し
い
成
績

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
後
輩
の
立
派

な
活
躍
は
社
会
で
日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

会
員
の
皆
様
に
も
大
変
励
み
に
な
る
も
の
で

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
実
績
で
あ
り
、
御
指

導
頂
き
ま
し
た
先
生
方
の
努
力
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

母
校
は
「
岐
阜
県
第
２
次
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
向
け
て
地
域
に
根
ざ
し
た
工
業
高
校
と
し

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
初
め
と
し
て
国

際
社
会
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
も
積
極
的
に

展
開
し
、
今
後
の
成
果
が
大
変
楽
し
み
で
す
。 

 

同
窓
会
と
し
て
、
こ
の
様
な
母
校
の
取
り
組

み
に
対
し
て
大
い
に
協
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
の
今
後

益
々
の
御
活
躍
と
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
会
報
発
刊
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

江
口
健
治
郎 

同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
に
御
理

解
・
御
協
力
い
た
だ

き
心
よ
り
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。 

平
成
二
五
年
に
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
、

早
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に

整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
多
目
的
コ
ー

ト
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

は
、
運
動
系
部
活
動
を
中
心
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
効
果

も
あ
り
本
年
度
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
県
の
競
技

力
強
化
指
定
を
受
け
、
こ
の
秋
開
催
さ
れ
た

岩
手
国
体
に
は
、
本
校
よ
り
２
名
の
生
徒
を

県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

 

ま
た
文
化
系
の
部
活
動
に
お
い
て
は
、
放

送
部
が
一
二
年
連
続
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高

校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
電
気
シ
ス
テ
ム
部

は
８
年
連
続
し
て
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー

ラ
リ
ー
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
旋

盤
作
業
部
門
で
は
、
昨
年
・
一
昨
年
と
２
年

連
続
で
県
大
会
優
勝
、
平
成
二
五
年
度
よ
り

４
年
連
続
東
海
大
会
出
場
、
う
ち
平
成
二
六

年
度
は
東
海
大
会
優
勝
を
経
て
、
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
旋
盤
部
門
に
お
い
て
は
、
地
域
の
企
業

と
連
携
し
、
企
業
の
熟
練
技
術
者
よ
り
指
導

を
受
け
る
協
同
授
業
を
展
開
し
て
お
り
、
取

り
組
み
始
め
て
３
年
で
そ
の
成
果
が
表
れ
ま

し
た
。 

一
方
学
習
面
で
は
平
成
二
五
年
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
地
区
高
校
と

姉
妹
校
連
携
を
締
結
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
交
流
授
業
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

よ
る
交
流
を
通
し
、
生
徒
の
国
際
感
覚
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
六
年
度
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
地
区

高
校
の
生
徒
二
一
名
が
来
校
し
、
翌
平
成
二

七
年
度
は
本
校
生
徒
一
〇
名
が
ク
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
地
区
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
二
八
年
度
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
地
区
高
校

の
生
徒
二
一
名
を
無
事
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。 

 

今
後
も
地
域
に
期
待
さ
れ
、
ま
た
貢
献
で

き
る
技
術
者
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
御
支
援
・
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

(1) 可 児 工 同 窓 会 報  平成 28年 12月 20日 
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本
年
度
10
月
６
日
～
10
日
に
行
わ
れ
た

「
第
七
一
回
国
民
体
育
大
会
・
希
望
郷
い
わ

て
国
体
」
で
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
少
年
男
子
の
部

で
優
勝
し
た
岐
阜
選
抜
チ
ー
ム
に
本
校
か
ら

３
年
生
の
早
野
哲
平
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）・
森 

涼
堅
（
オ
フ
ェ
ン
ス
）
の
２
名
が
メ
ン
バ
ー
に

選
ば
れ
出
場
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
岐
阜
選
抜
チ
ー
ム
は
２
月
か
ら
県
内

の
岐
阜
総
合
学
園
高
校
を
中
心
に
岐
阜
各
務

野
高
校
・
可
児
工
業
高
校
か
ら
３
名
ず
つ
補

強
選
手
を
加
え
た
２
５
名
編
制
で
本
国
体
に

向
け
遠
征
や
合
宿
・
練
習
試
合
な
ど
を
通
し

強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

８
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
東
海
地
区
予
選
で
は
、

二
五
か
ら
一
八
名
に
メ
ン
バ
ー
が
選
抜
さ
れ
、

本
校
か
ら
３
年
生
櫻
井
心
優
（
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル

ダ
ー
）
も
加
わ
り
皆
で
戦
い
優
勝
し
、
見
事
本
国

体
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

「
い
わ
て
国
体
」
へ
は
さ
ら
に
一
三
名
に
選
抜

さ
れ
、
早
野
・
森
の
２
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

本
国
体
で
は
初
戦
の
岡
山
県
と
互
角
の
戦
い

で
、
引
き
分
け
に
持
ち
込
ま
れ
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ

ト
（
Ｓ
Ｏ
・
サ
ッ
カ
ー
の
Ｐ
Ｋ
に
類
似
）
で
勝
ち
、

次
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

２
回
戦
目
は
北
海
道
と
悪
天
候
の
肌
寒
い
中

の
試
合
で
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
開
始
か
ら
攻
め
、
前

半
５
得
点
、
後
半
２
得
点
と
し
ト
ー
タ
ル
７-

０

で
準
決
勝
へ
進
み
ま
し
た
。 

３
回
戦
（
準
決
勝
）
は
佐
賀
県
と
の
戦
い
で
相

手
も
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
で
前
半
は
一
進
一

退
の
緊
迫
し
た
内
容
で
０-

０
、
後
半
も
相
手
の

厳
し
い
攻
撃
に
全
員
ホ
ッ
ケ
ー
で
立
ち
向
か
い

２-

１
で
勝
つ
こ
と
が
出
来
、
い
よ
い
よ
決
勝
の

大
舞
台
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

誰
も
が
目
指
し
た
決
勝
戦
の
場
に
自
分
達

が
居
る
現
実
に
緊
張
と
興
奮
の
入
り
交
じ
っ

た
中
、
相
手
も
高
校
生
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
富
山

県
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

技
術
面
で
は
富
山
が
上
手
で
し
た
が
岐
阜

も
全
員
猛
攻
撃
態
勢
で
全
力
の
迫
力
あ
る
プ

レ
ー
で
相
手
の
本
領
を
発
揮
さ
せ
な
い
ま
ま

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
続
け
、
２-

１
で
感
動

の
優
勝
を
皆
で
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
校
の
２
名
も
大
活
躍
を
し
、「
チ
ー
ム

岐
阜
」
の
一
員
と
し
て
優
勝
の
立
て
役
者
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｒ
Ｃ
ド
リ
フ
ト
世
界
選
手
権
出
場 

機 

械 

科
１
年 

梶
田 

竣
介 

  

ド
リ
フ
ト
競
技
は
、
車
輌
の
進
行
方
向
に

対
し
て
意
図
的
に
横
滑
走
状
態
を
発
生
さ
せ
、

当
該
滑
走
状
態
を
保
ち
な
が
ら
規
定
の
コ
ー

ス
を
走
行
す
る
競
技
で
、
走
行
ラ
イ
ン
、
ド
リ

フ
ト
角
度
、
ド
リ
フ
ト
に
入
る
時
の
ク
イ
ッ

ク
さ
、
精
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
安
定
性
等
が
審

査
の
対
象
と
な
る
競
技
で
あ
り
ま
す
。
競
技

規
定
は
「
ボ
デ
ィ
」「
タ
イ
ヤ
」「
モ
ー
タ
ー
」

等
、
幅
広
く
規
定
さ
れ
、
特
に
「
安
全
性
」
に

配
慮
し
た
ラ
ジ
コ
ン
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
醍

醐
味
と
な
る
競
技
で
も
あ
り
ま
す
。
オ
ラ
ン

ダ
大
会W

o
r
l
d
 
Ch
a
mp
i
on
s
hip

 
R
C
 
D
R
IF
T 

2
0
16

は
、各
世
界
の
代
表
の
人
達
が
集
ま
り
、

日
本
か
ら
は
僕
を
含
め
た
６
人
ほ
ど
が
ア
ジ

ア
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

私
は
４
月
に
行
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
選
手
権
」

の
Ｒ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
２
位
に
な
り
、
６
月
に

行
わ
れ
た
「
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」
Ｒ
Ｗ
Ｄ(

二
駆)

ク
ラ
ス
と
Ａ
Ｗ
Ｄ(

四

駆)

ク
ラ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
予
選
で
一
〇
位
以
内
に
入
る
と
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
確
定
で
す
が
、
一
一
位

～
日
一
〇
〇
位
ま
で
の
人
は
敗
者
復
活
戦
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。
私
は
、

Ｒ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
予
選
一
四
位
で
し
た
が
、

敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
抜
き
ベ
ス
ト
三
二
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
は
予
選
６
位
の
結
果
を
出

し
、
早
々
に
進
出
を
決
め
ま
し
た
。 

調
子
の
よ
か
っ
た
Ａ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
２
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
敗
者
復
活
の
Ｒ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
は
、
逆

に
ど
ん
ど
ん
調
子
が
良
く
な
り
決
勝
戦
ま
で

勝
ち
進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
チ
ー
ム
内
同

士
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
決

勝
戦
で
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
世
界
大
会
で
表
彰
台
に
上
が
れ
た
こ
と

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
次
の
大
会
で

は
Ａ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
を
も
っ
と
上
手
く
走
れ
る

よ
う
に
す
る
の
と
、
Ｒ
Ｗ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
は
優

勝
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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本
校
の
進
路

状
況
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま

す
。
こ
こ
２
年

間
で
、
８
割
近

く
の
生
徒
が
就

職
を
希
望
し
て

お
り
例
年
と
比

べ
て
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
求
人
状

況
が
好
調
で
、
関
東
・
関
西
圏
企
業
の
増
加

と
製
造
業
・
建
設
業
の
求
人
の
増
加
な
ど
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
本
年
度
は
６
年
ぶ

り
に
１
０
０
０
人
を
超
え
る
求
人
数
と
な
り

ま
し
た
。 

 

本
校
生
徒
に
対
す
る
地
域
の
み
な
ら
ず
他

県
に
お
い
て
も
期
待
の
表
れ
で
あ
る
と
共
に

卒
業
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
の
賜
物
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

一
方
、
進
学
者
数
に
つ
い
て
は
、
減
少
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
理
系
４
年
制
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
専
門
科
の
知
識
を
深
め
た
学
科
へ

の
進
む
生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

本
校
で
は
進
路
実
現
１
０
０
％
を
目
指
し
て

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
実
施
し
て
、
進
路
意
識
を
高

め
る
と
共
に
生
徒
が
進
路
実
現
に
向
け
企
業
・

学
校
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
を
精
一
杯
行
っ
て

お
り
、
卒
業
後
就
職
・
進
学
希
望
を
し
て
い
る

生
徒
は
毎
年
全
員
進
路
を
決
め
て
卒
業
し
て
お

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
、
貢
献
を
目
指
し
企

業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
方
の
講
演
な
ど
も
実

施
し
、
過
去
５
年
間
で
県
内
企
業
就
職
者
も

５
％
ほ
ど
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
の
皆
様
が
築
き
上
げ
た

本
校
へ
の
信
頼
や
期
待
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
を
送
り
出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様

の
御
支
援
・
御
指
導
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

(3) 可 児 工 同 窓 会 報  平成 28年 12月 20日 

   

 27 年度 28 年度 

求 人 企 業 数 639 697 

求  人  数 908 1014 

就
職
者
数 

機 械 科 62 61 

電気システム科 29 33 

化学技術科 27 29 

建設工学科 23 22 

進
学
者
数 

機 械 科 10 15 

電気システム科 3 5 

化学技術科 11 7 

建設工学科 9 14 

 

 

 

現在 19の部活動が活躍中です。 

同窓生の皆様、応援よろしくお願いします。 

 

バレーボール部 県高校新人大会県ベスト８、県高校総体県ベスト８、

中濃地区総体優勝という状況です。全日本選手権県予選ではベスト４を

目指して活動しています。 

バスケットボール部 現在４７名の部員が活動しており、Ｈ２８年度戦

績は、県高校総体県大会ベスト１６、中濃地区総体準優勝でした。まだ、

選抜大会・新人大会が残っていますので、県ベスト４以上を目指して頑

張ります。 

テニス部 H27年度、H28年度 IH県予選への出場権と、H28年度新人戦

県大会のベスト 8をチーム全員で掴み取りました。ベスト 4以上を目標

とし可児市営のコートもお借りしながら、日々の練習に励んでいます。 

野球部 H27年度は春県大会出場、夏の選手権大会 2回戦負け、秋季地

区大会敗退でした。H28年度は春地区大会敗退、夏の選手権大会 2回戦

負け、秋季地区大会敗退という結果でした。「謙虚な姿勢、感謝の心」

を大切に日々、白球を追いかけています。 

サッカー部   岐阜県リーグ３部リーグ所属、中濃地区総体２回戦敗

退、という状況です。来年は２部リーグに上がることができるよう部員

たちは練習に励んでいます。 

剣道部 「生涯に通じる正しい剣道」を習得することを第一の目標とし、

「将来良き親となる為の土台を作れ！！」をモットーに明るく楽しく活

動しています。 

柔道部 部員６名で活動しています。日々練習に励み土曜は加茂高校で

練習するなど、活動しています。また、卒業生の方が練習に参加しご支

援いただき感謝しております。 

ホッケー部  ｲﾝﾀｰﾊｲ県予選：３位、中濃総体：優勝、新人戦：東海大

会出場と人工芝のﾎｯｹｰになんとかついて行けるように今後も全国目指

して頑張っていきます。 

ラグビー部 今年度成績は県ベスト８、地区総体準優勝。岡谷工業での

夏合宿を経て、全国大会花園予選に向けて頑張ります！！ 

卓球部  活動方針の『強くある前に、正しくあれ』をスローガンに、

卓球に限らず何事も情熱と真剣さをもって努力し、日々頑張っていま

す。 

陸上部  楽しい陸上をモットーに日々、心身の鍛錬に励み仲間と競い

合いながら練習しています。近年は県大会でも入賞する選手が毎年お

り、東海大会にも出場しています。全国大会を目指し、鍛錬と探求を続

けています。 

ハンドボール部  今年度、３年振りに地区総体で優勝することができま

した。現在３３名の部員で、新人戦地区突破を目標に頑張っています。 

美術部 地区高校美術展にて優秀賞４名、奨励賞１名（県高校総合文化

祭へ出品）絵画、デザイン、木彫、映像制作など、個々が表現方法を探

求し作品制作に励んでいます。 

放送部 今年度全国高校放送コンテストに出場しました。これで１２年

連続全国大会に出場しています。来年も継続していくとともに、もっと

活動の幅を広げながら、新しいことにチャレンジしていこうと頑張って

います。 

新聞部   可児工高新聞を作成・発行しています。 

吹奏楽部 今年は一年生が７名入部して活気が出始めてきました。「中

恵土公民館祭」での発表会や、「可児工祭」での演奏会を目指して日々

頑張っております。 

機械システム部 ものづくりコンテスト東海大会（旋盤作業部門）にも

４年連続出場しています。東海大会優勝を目指して日々、練習を重ねて

います。その他にも、EVカー製作や、地域のイベントにも積極的に参加

しています。 

電気システム部  ジャパンマイコンカーラリーでは東海地区 7連覇、近

年の全国大会では 2年連続上位入賞しており、日々全国制覇を目標に活

動しています。 

化学技術部 県ものコン化学分析部門では９年連続入賞。可児川の水質

分析や外部イベント（可児市産業フェア、公民館祭り等）にも積極的に

参加しています。 

建設部 ものコン県大会（木造加工部門）は昨年度惜しくも 3位。12月

の県大会に向けて測量部門・木材加工部門ともに練習に励んでいます。

岐阜女子大学主催の「住まいのリフォームコンテスト」で昨年度の「特

選」に続いて「優秀賞」を獲得しました。 

進路状況 
進路指導部 

部長 水野 茂之 

事務局より 
◎収支報告について 

 本来であれば、同窓会報に掲載もしくは同窓会総会で御報告す

るものですが、経費削減のため同窓会ホームページ(以降 HP)での

報告になっております。 

 併せて、同窓会の近況を HPにて紹介されていますので是非御覧

ください。 

◎情報提供のお願い 

 卒業生が各界で御活躍なさっていることと思いますが、事務局

で全てを把握することができません。HP や会報でそうした皆さん

の情報を発信していきたいので、御存知でしたら下記まで御一報

ください。 

 可児工同窓会 E-mail：kaniko-doso@ma.ctk.ne.jp 


